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解決したい気持ちを形に変える 

 ― 九州のＮＧＯの組織強化 ― 

※この研修は、独立行政法人国際協力機構（JICA）の支援により、特定非営利活動法人NGO福岡ネットワーク（FUNN）が企画・運営しています。 

国際協力ＮＧＯ団体向け研修 
受講団体募集のご案内 

そうそう、、、 
何をどうすれば良いかも、
よぉーワカランよねぇ。 

ウチの活動、現地の人にはスゴ
感謝されとるっちゃんねぇ！ 
でもさぁ、なーんか、、、 
上手いこといかんとよぉ。 

あぁ、なんか分かるぅ！ 
やりよることは絶対と
思うのにぃ、、、 
何でやろうねぇー 

お金もないし、 
人もおらんしぃ。 

＜      九州NGO仲間     ∨      

… うぅぅーむ。 

より良い活動に向けて、「組織改革」 に取り組んでみませんか？  

九州のNGOが更にパワーアップできる、組織マネジメント 
の向上を目指す研修を実施します。 

・・・こんな 
モヤモヤを抱える 

九州のNGOの 
みなさーん！！ 

2年間かけて 
焦らず＆じっくり 

（2018年7月～2020年9月実施予定） 

団体の活動予定と調整しながら、 
計画的に受講できます！ 

成果・進捗報告会 
 ：実践結果と更なる展望の共有 

個別指導 
  :集合研修の学びの実践を講師がサポート 

集合研修（全5回） 
 ：知識や情報の習得と学び合いの機会 

事前ヒアリング 
 ：ニーズに即した集合研修に向けた聞き取り 



住所 

講 師 

・九州に拠点がある団体 
・国際協力活動を実施中／実施予定の団体 
・2名体制で全ての研修に参加できる団体 
 ※団体の組織強化を目指した研修のため、団体として責任を持った参加を条件とし 

   ています。一方で、団体内で内容の共有ができる体制が整っていれば、実際の受講 
   者が毎回特定の方でなくても構いません。 
   ※お一人で運営されている団体は、1名での参加を受付けます。 
   ※集合研修については、国際協力NGO団体以外の組織や個人のオブザーバー参加を 
  各回で受付けます。 

藤井 大輔 氏 

九州国際大学 
現代ビジネス学部国際社会学科 准教授 
 
九州大学大学院在学中より、約20年に渡って、
NGO／NPOに関わる。主に国際協力における政策
提言 、中間支援活動に従事。講演、フゔシリテー
ションなど多数。現在、本務校の大学生とカンボ
ジゕの小学校への国際教育協力活動を小さく続け
て7年目で、現地での開発協力活動の厳しさを実
感中。広島出身のカープフゔン。 
この研修では、研修統括、事前ヒゕリング＆個別
指導を担当予定。 

日 程 場 所 内容（案） 

2018年7月下旬 ~ 9月中旬 各団体事務所 事前ヒゕリング 個別の現状課題やニーズなどの聞き取り 

2018年11月 
17日(土) ~ 18日(日) 

JICA九州 
（北九州市） 

集合研修 
全5回 

【第1回】活動意義の確認： 日本のNGO活動を取り巻く現況を踏
まえた、自団体の活動目的や内容の再確認 

2019年1月 
26日(土) ~ 27日(日) 

【第2回】組織が抱える課題の見える化： 課題を客観的に整理す
る手法の提案と、その手法を用いた自団体の現状課題の把握 

2019年3月 
2日(土) ~ 3日(日) 

【第3回】組織改革の検討： 組織運営を円滑にする体制づくりと
必要なコトの提案と、自団体の運営改善に向けたゕデゖゕ検討 

2019年5月 
25日(土) ~ 26日(日) 

【第4回】ゕクションプランの策定： 集合研修1-3回を踏まえ、
組織改革に向けたゕクションプランの検討と策定 

2019年7月 
6日(土) ~ 7日(日) 

【第5回】プラン実行宣言： 集合研修の総括と、策定したゕク
ションプランの受講団体間での共有 

2019年8月 ~ 2020年7月 各団体事務所 個別指導 
個別の集合研修フォローゕップと、ゕクションプランの実践サ
ポート 

2020年9月19日(土) 
福岡市内 

又はJICA九州 
成果・進捗報告会 

ゕクションプランの実践成果又は進捗状況の報告と、今後の団体
運営に関する展望の共有 

研 修 概 要 
― 九州のNGOの組織強化 ― 

受講条件 

受講定員等 

・10団体（20名／各団体2名参加を想定） 
・受講料は無料   
 ※集合研修全5回及び報告会については、団体所在地から開催場所までの旅費を補填 

  予定です。補填金額については、受講お申込み後に別途お知らせします。 

申込方法 

受講申込書 をFUNN宛てにご提出下さい。 
 
 ※ご提出は、Eメール添付・FAX・郵送・持参 …何れの方法でも構いません。  

【申込締切】2018年7月7日（土）必着 
   

お問合せ・申込先 

＜企画・運営団体＞ 

特定非営利活動法人NGO福岡ネットワーク（FUNN） 
 
〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3-6-1 小森ビル4-A 
福岡NPO共同事務所びおとーぷ内 

TEL・FAX： 092-405-9870 

Eメール： funn@mbk.nifty.com 

ウェブサト： http://ngofukuoka.net/ 
※業務時間は、火‐土曜日（日・月・祝日休み）／13:00‐18:00 となります。 

河合 将生 氏 

office musubime 代表 
日本フゔンドレジング協会関西チャプター 共同
代表／認定講師 
 
静岡県生まれ。大学卒業後、国際協力分野のNGO
にボランテゖゕスタッフとして参加。その後、関
西を拠点とする国際交流・協力分野のNPOの中間
支援組織へのンターンシップ、職員を経て独立。
office musubime （オフゖス ムスビメ）を
2011年7月に設立。伴走支援を専門としながら、
NPO等の組織基盤強化、組織診断・評価、フゔン
ドレジング支援、プロジェクト運営・協働コー
デゖネート・フゔシリテート等に取り組む。 
この研修では、集合研修 第1及び2回目のメン講
師を担当予定。 

永田 賢介 氏 

特例認定NPO法人ゕカツキ 代表理事  
 
西南学院大学児童教育学科卒、大学職員として働
く傍ら、ベントやデザン支援のNPOとして活
動。退職後、東京で複数のNPO法人などでの社会
人ンターン経験を経て、2012年福岡に戻り
「NPO法人ゕカツキ」を設立し独立。依頼団体の
中に入り、フゔンドレジング・法人事務・内部
コミュニケーション等について、分析から施策設
計、実施までを一緒に取り組む伴走型のコンサル
テゖングをメンに行う。他に、北九州市立大学
非常勤講師、福岡市共働促進ゕドバザーなど。 
この研修では、集合研修 第3～5回目のメン講師
を担当予定。 


